
ピラネージの『牢獄』にみられる「衝突」の発見とそれに基づく設計 

The discovery of collisional structures in Piranesi’ s [The Prisons] and Design based on it. 
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ピラネージの『牢獄』に起きている「衝突」の構成をすべて可視化した。
ここからわかるのはピラネージは様々なモノを「衝突」させて一つの衝突部＝中心をつくっていることである。
そこにはどういったピラネージの意図があるのだろうか。
「衝突」という構成の発見は「もうひとつのピラネージ史」へと結論付けられていく。
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衝突全図

ジョバンニ・バッティスタ・ピラネージ (1720~1778)

ピラネージの描いた『牢獄』は掴みどころのない複雑さと魅力をもっている。

なにがピラネージに『牢獄』を描かせたのか。

なにをもって『牢獄』は複雑で魅力足りえるのか。それを知りたかった。

『牢獄』について調べていくと幾多の注釈、解釈が無数に溢れていて『牢獄』に対する理解の足がかりを見つけることができなかった。

だから、僕はモノを見る視点で『牢獄』に向き合うことにした。

すると、『牢獄』内に一つの構成、ルールを見つけることができた。それは計画に頼らずに複雑で多様なモノをつくる手法であった。

衝突の可視化

ー衝突部

構造物に対して衝突

直線に対して衝突

ー衝突のネットワーク図

：版画内の一つの構造物が衝突部である場合

：一つの直線上が衝突部である場合

ー衝突素

『牢獄』内では無数のモノが乱雑に飛び交い錯綜している。しかし、離散的にとめどない位置にある版画内の多くのモノは「版画内の一つの構造物」或いは「版画内の一線上」へ向け
て集中している。この構造を全 16 枚全ての『牢獄』作品にて見つけることができた。これを本研究では「衝突」と名付ける。結果、『牢獄』内に存在する無数のモノの分類が可能になっ
た。衝突が集中する一つの点、或いは線としての「衝突部」と、衝突を起こす一つ一つのモノである「衝突素」である。ピラネージの『牢獄』における多様性は、衝突部と衝突素の構
成から成り立っていることがわかる。『牢獄』の複雑性を示した構成図『衝突全図』を提示する（次ページ参照）。

本研究の対象はジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ作の『牢獄』である。
全 16 葉からなる『牢獄』は第一版と第二版とに分けられ、1745 年に第一版である『牢獄の空
想的デザイン』が当時 25 歳のピラネージによって生み出された。やがて時間を経て、描き足
されて 1760 年に再出版されたのが『空想の牢獄　第二版』であり、より複雑な相をなした。

この作品は多くの謎を後の時代のピラネージ注釈者にもたらした。作品の解釈や分析は無数に
溢れ、『牢獄』の出発点を見つけられずにいる。
本研究で提示するのも無数の解釈の一つでしかないかもしれない。
しかし、『牢獄』に多様性をつくり上げるための手法を見つけることができたため、その手法
を提示することをもって僕の修士設計とした。

牢獄　第二版　第三図　1760

『牢獄』の解読　-「衝突」の発見 -

「衝突」の時代背景

二世紀までのローマは城壁による防御を必要としなかったため、外に成長を続け、建物の建設が間断なく進められていた。そうして建てられた
建築群はどれも各自で完結し、都市の中にひしめくように建っていた。299 年まで人口は増加し続け、生活環境の悪化を招き、都市における住
環境は劣悪なものとなった。古代ローマ都市は自律した建物群でひしめき合い、複雑で多様な都市全体像を呈していたことがわかる。自制をし
ない急激な都市成長が以後の複雑で魅力的な古代ローマの都市のイメージをつくり上げた。

複雑な古代ローマの都市

18 世紀のローマ都市　平面図　シクストゥス５世による新しい道路の概念図　1588

複雑さが喪失した 16世紀末のローマ都市計画

複雑な都市構成をもつ古代ローマの都市はその後の 16 世紀末にシクストゥス 5世の計画によって大きくつくりかえられた（ローマ都市改造）。
そのときの都市計画が現在のローマの都市骨格を形づくっている。その計画というのは、都市に点在する既存の重要記念物やオベリスクを中
心として選定し、それを結ぶように道路を繋いでいくものである。まるで線を引くように。結果ローマは重要な建物を基点として軸が都市内
に走る観光しやすい街になった。しかし同時に無数の建物群がひしめき合うような古代ローマ都市のもっていた複雑性は喪失した。

ローマ記念建造物地域の中心部　今日 ローマ記念建造物地域の中心部　古代ローマ時代

計画に頼らない複雑性を生み出すための「衝突」

シクストゥス５世による都市計画によって、17 世紀以降のローマの都市は古代ローマと比べて単純な姿になってしまった。そうした現実に対
して、古代ローマの多様性に魅了されていたピラネージはかつての古代ローマの姿を一つの手法によって表現している。その方法というのが
構造物同士の「衝突」である。一方は計画的にモノをつくり、明快さを生み出しているのに対して、もう一方は計画に頼らずにモノをつくり、
複雑性と多様性を生み出している。

1. 重要建造物を選び、オベリスクを建てる
＝中心の選定 2. 直線道路で要所を結ぶ 3. 直線道路に沿って建物が立ち上がる

16 世紀末ローマの都市生成ダイアグラム

1. 大きな構造物を衝突させる 2. 衝突により、衝突部が生まれる
＝中心の生成

3. 衝突部に橋や階段などのオブジェが衝突する
＝複雑性が生まれる

18 世紀『牢獄』形成ダイアグラム



　カルロ三世、 ポンペイ本格調査開始　　　　　ジョバンニ ・バッティスタ ・ ノリ、 『新ローマ地図』

９　チャールモント伯、 ローマにイギリス芸術家向け私設アカデミー　　　　　　トマス ・ ニュージェント 『グランド ・ ツアー』　　　　　　 ・ 英国貴族子弟に向けたガイド ・ ブック

1750　ヘルクラネウム、 パエストゥム実測調査 (1764出版）　　　　　 ・ パエストゥム神殿の再発見

1752　カルロ三世、 パエストゥム本格調査開始

1753　ロージェ神父 『建築試論』 ・ ギリシャ ・ ローマ様式論争の先駆け　　　　　　イギリスで博物館法が制定され大英博物館の設立

1755-57　ロバート ・ アダム、 ホープタウン卿弟グラウンドツアー随行

1756　アルガロッティ 『建築試論』 （ロードリ建築論）　　　　　 ・ 建築は材料の本質と力学の法則だけから造られるべきというロードリーの反古典 ・　　　　　反装飾の機能主義理論を人々に伝える

1758　ルロワ 『ギリシャの最も美しいモニュメントの遺跡』　　　　　 ・ ローマ建築はギリシャ建築の模倣に過ぎないという主張の強力な証拠とされた　　　　　 ヴィンケルマン、 『ローマ書』

1755　ヴィンケルマン 『ギリシャ美術模倣論』 ・ 新古典主義のバイブルとなる　　　　　　リスボン大地震　　　　　　ジャン＝ジャック ・ ルソーの 『人間不平等起源論』 刊行

1789　フランス革命

ピラネージの『牢獄』は二つの「衝突」で構成されてる。

一つは、 「版画内の一つの構造物」に向かって衝突する構成。もう一つは、 「版画内の一線上」へ向けて衝突する構成。

この二つの「衝突」は、構造物同士がぶつかり合う「直接的衝突」或いは構造物のあいだを橋や階段、梯子などが仲介する「間接的衝突」に分類できる。

無意味なモノを「衝突」させ意味のない中心をつくることで、当時欠落していた中心を偽造し、古代ローマに見られた「複雑性」「多様性」を版画内に表現した。

また、「衝突」が無数に起きている複雑な『牢獄』全体像からピラネージはあくまでも一つの衝突部のみを切り出し、『牢獄』として描いている。

1947 年 1963 年 1980 年 2000 年

「衝突」は複雑で多様な全体をつくる

イオンモールから抽出した具体的なプログラムの建物と無意味な構造物を衝突素として「衝
突」を起こさせる。それらは相互に
「衝突」し合い、複雑で多様な全体像をつくる。
具体的な用途をもつ建物群は無意味な衝突素と混ざり合うことで、用途のある建物へ向かう
シークエンスは強められていく。

・・・ 衝突部

・・・ 建物プログラム

イオンモール イオンを残し、各プログラムごとの建物棟を建てる 無意味な構造物を配置する

既存のイオンモールからプログラムを取り出す

イオンモールが他の複合商業施設と大きく異なる点は、「イオン」という象徴的な核店舗をもっていることである。提案ではイオンモー
ル内のイオン以外の全ての店舗を取り出し、それぞれのプログラムに基づき独立したものとして各店舗を設計し、（飲食棟、カフェ棟、等）
「衝突」を起こす衝突素として設計する。イオンは元の状態を維持したまま敷地内に建つ。その後に意味や機能をもたない構造物を敷地
に配置していき、「衝突」の下地をつくる。「衝突」を介することでゆるやかな人間スケールの逸脱を図っていく。

商業施設の再提案

人のアプローチ動線に接する場所が駐車場として使われ、イオンへ歩いて入るには駐車場を横断しなければならない。これは利用者の
多くが車を使用していることを受けての配置計画であるが、アプローチ動線を潰す理由はどこにもない。イオンモールの正面玄関とも
いえる場所に人間スケールを考慮した商業施設の提案を行う。

・・・ 駐車場エリア

・・・ 商業エリア

・・・ イオン

・・・ 提案としての商業エリア

「一つの構造物に向かって衝突」

「一線状に向かって衝突」

ピラネージは意味のない中心である衝突部をつくった。

本設計では、「衝突」により建物の中にあるはずのない意味を提示しようとしている。

それは商業への批判である。

意味のない中心であった衝突部に商業への批判を込め、

建物が部分的視点で切り取られることで伝えていく。

部分的視点

「衝突」による中心の偽造 提案内容

「衝突」の現代化

結論 - もうひとつのピラネージ史 -

「衝突」の現代的意味

選定敷地

1760　『空想の牢獄』　第二版

1745　『牢獄の空想的デザイン』第一版

それではなぜ、ピラネージは古代ローマの複雑性を「衝突」によってつくりあげたのか。
ピラネージの生きた 18 世紀はギリシャ建築の再発見をはじめとした様々な時代背景によって、それまで絶対的古典であったローマ建築が相対化され、疑わ
れ、絶対的な主題、中心が無くなった時代である。そうした時代背景に対して、ピラネージは古代ローマに魅了されていた。絶対的主題＝中心が欠落した
時代に、無機的で意味のない巨大な構造体を衝突させて、虚構の無意味な中心を自らつくり上げた。（かつて描いた『牢獄』に加筆をして。）つまり、中心
の偽造である。そうした虚構の中心にはピラネージにとっての絶対的存在である古代ローマの幻影が投影されていたのは想像に難くない。

絶対的な主題＝中心が欠落したピラネージの 18世紀

『牢獄』における「衝突」

一つの構造物に向かって「衝突」

一線上に向かって「衝突」

複数の構造物が直接的に接触し、ぶつかる

直接的衝突

間接的衝突

二つの構造物の間を橋や階段、梯子などが仲介し、繋げる

片方の構造物がぶつかる相手に合わせて変化する

変容する

構造物同士が相互に貫入するようにぶつかる

変容しない

「インスタ映え」と『牢獄』にみる部分的視点

隈研吾氏によると、20世紀の建築は全体のシルエットが重視されていたという。対して、21世紀に入るとインスタグラムの流行によって建築の部分＝ディ
テールが重視されるようになったという。
対象建築を撮影する際、建築に被写体の人物が近づき、建築の部分を切り取ることで SNS 映えする場所を選択する。つまり、インスタを介すことで現
代の人は建物を部分的に切り取り、抽出することができる「部分的視点」を獲得している。これは『牢獄』にて、無数に起きている「衝突」によって形
成された複雑な全体像から、ピラネージが一つの衝突部を「部分的視点」で切り取り、『牢獄』という作品として描いていることと近い。
以上のことからインスタによって現代人に芽生えてきた「部分的視点」と複雑な全体から一部分を切り取った『牢獄』に現れている視点は共通している。
現代のインスタ映えは、18 世紀の『牢獄』と共通して「部分的視点」によって生まれている。

インスタグラムで＃隈研吾　と検索した結果

対象敷地のイオンモール幕張新都心

埋め立ての推移

オーバースケールな埋立地

敷地は、埋立地である千葉県の海浜幕張に位置するイオンモール幕張新都心であ
る。
海浜幕張は、人間スケールを超えて街全体がつくられ、消費を促す建物が堂々と
建つ。
1945 年に食糧増産のために緊急開拓事業の一つとして幕張の埋め立てを決定した
がその後、事業目的は中小工場用地造成に変更された。稲毛、検見川、幕張が主
な埋め立ての対象となり、人口 24 万人の海浜ニュータウン建設が計画、1973 年に
埋め立てが着工され、1980 年に埋め立て工事が完了した。1989 年に幕張メッセが
オープンし、2013 年に本敷地のイオンモール幕張新都心がオープンした。
埋め立てという人力を遥かに超えた計画的行為により生まれた場所やモノは、人
間のスケールを忘却し、人々の生活の多様性は敷地の広さに反比例して単調なも
のになってしまっている。

『牢獄』における「衝突」には二種類あった。「版画内の一つの構造物」或いは「版画内の一線上」へ向けて衝突を起こす例である。
これを現実で用いる際に、前者では無意味な構造物を選定し、後者ではなにもないところに線を設定し、ピラネージの無意味な中心を形
成していた特徴をなぞる。衝突部は意味をもたない場所となることで、人々が何にも囚われず自由にふるまえる場所が生み出される。
二つの「衝突」による衝突部は機能をもたない、意味のない自由な場所となる。

第一図　第一版

第二図　第二版

第六図　第一版

第六図　第二版

隈：ありがとうございます。今、「インスタ映え建築」っていう言葉があって、建築の一部を写真に撮っただけで「ああ、あの建
物だ」ってわかる方向に建築デザイン全体が変わってきてるんだよね。

隈：僕の学生も、「インスタ映え建築」という修士論文を 2 人も書いてるけど、20 世紀の最初のころの建築って、教科書に載って
る小さい写真でも全貌がわかるような、シルエット重視の建築が傑作と言われてたんだけど、21 世紀になってからはインスタ映
えするためにディテールが特徴的なことのほうが重要になってきた。プロのカメラマンじゃなくて、自分で写真を撮ってその建築
らしさが伝わるためには、全体より部分が大事になり始めてる。

週刊朝日　2020 年 3 月 13 日号のインタビューより抜粋（https://dot.asahi.com/wa/2020030500011.html?page=4）
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全体配置図　GL+500
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壁柱：RC壁　t=200mm
　　　ウレタン樹脂塗装仕上げ
　　　I形鋼により連結

床：ナラ板張り（本実） t=15 w=120
　　床暖房パネル　t=12.5mm
　　コンパネ t=12.5mm
　　金物
　　コンクリート平板　t=100mm

天井：コンクリート現わし
　　　撥水材塗布

屋根：超速硬化ウレタン複合防水
　　　押し出し発砲ポリスチレン　t=50mm
　　　コンクリート増し打ち　t=100mm

内壁：化粧型枠RC打ち放し
　　　撥水剤塗布

鋼柱：Φ＝200mm
　　　耐火塗料塗り

床：コンクリート平板　t=50mm
　　金ごて仕上げ
　　構造用合板　t=12mm
　　根太　40×40

天井：デッキプレート現わし
　　　H=100mm　OP仕上げ

ウッドデッキ　防水加工
合板　t=12mm
垂木　t=70mm

手摺　st Φ＝30mm

ドレン管

天井：デッキプレート現わし
　　　H=100mm　OP仕上げ

屋根：シート防水
　　　ALC薄型パネル　t=70mm

複層合わせガラス　t=10+(8+8)mm

図書館＆カフェ棟　断面図

図書館＆カフェ棟　南側立面図

図書館＆カフェ棟　東側立面図
図書館＆カフェ棟　平面図　GL+10000

飲食棟　断面詳細図　　

飲食棟　西側立面図　

飲食棟　南側立面図

既存のイオンモール内に多く点在していたカフェと公共施設である図書館を設計した。
二つのプログラムは共にレポートなどの作業するのに向いている。「図書館」の閲覧室と「カフェ」の飲食スペースを一線状
に向けて「衝突」させる。一方の室は自由に出入りできるのに対し、もう一方の室はコーヒーを片手にして入らなければなら
ない。室内を切り取っている一つの四角窓がそうした光景を露わにしている。

既存のイオンモールで最も多いプログラムである飲食店舗を設計した。
様々な飲食店の空間の使い方に対応するために均質な箱型の空間を飲食店とし、それらの店舗群に対し一つの軸線を通した。来訪者は明快な中
央の通路を歩き、両側にある飲食店から行きたいお店を選択する。この空間構成は既存のイオンモールに見られたものである。そうした明快な
軸線の計画に向けて「衝突」を行う。衝突素である「無意味な構造物」群は中央の動線軸を貫き、多様性を生み出す。
構造物による動線は消費をあおってくる、お金をつかわせようとするイオンの計画から逃れるようにし、飲食店の光景を印象的なものにする。

02 study:
図書館＆カフェ
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study: 飲食店

『牢獄』第九図とその構成図（上図）と飲食棟のパース（下図）の比較『牢獄』第七図とその構成図（上図）と図書館＆カフェのパース（下図）の比較
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『牢獄』第六図とその構成図（上図）と雑貨棟のパース（下図）の比較

雑貨棟　平面図　GL+5000

雑貨棟　西側立面図　

雑貨棟　南側立面図
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study: 雑貨店

既存のイオンモール内のプログラムの多くを占めていた雑貨店を設計した。
ここで行われる「衝突」は「雑貨店」「イオン」「無意味な構造物」の「衝突」である。
ピラネージに由来するアーチの構造物群は、衝突部である高さ 30ｍのイオンとの「衝突」を起こすことで、建築に人間スケールを超えた高さが生まれる。それにより、地面レベルでは人々
のふるまいを制限しない自由なスペースが生まれ、一方で頭上に雑貨店が計画される。雑貨店は分割されており、店舗と店舗の間をつないでいる階段や通路は外部に露わになっている。
地面で自由にふるまう人々と、頭上の限られた窮屈なスペースを行き来しショッピングしている人々の光景が現れてくる。最後に、内部の様子を外には見せないイオンとアーチ群が「衝突」
することで、アーチの空隙からイオンの商業フロア、オフィスフロアが顔を見せる。
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ATM 棟　断面図

ATM 棟　平面図　GL+4000　

ATM 棟　西側立面図　

ATM 棟　南側立面図　

ブランド＆画廊＆イベントホール棟　断面図　

ブランド＆画廊＆イベントホール棟　平面図　GL+3500　

ブランド＆画廊＆イベントホール棟　南側立面図　

ブランド＆画廊＆イベントホール棟　西側立面図　

アートギャラリー棟　断面図　

アートギャラリー棟　平面図　GL+500 アートギャラリー棟　平面図　GL+4200

アートギャラリー棟　東側立面図

アートギャラリー棟　北側立面図

既存のイオンモール内に多く見受けられた消費の起点としてのATMを内包したATM棟を設計した。
ATMの多くはガラス張りの立方空間に置かれている。本設計では複数のガラス張りの「ATMボックス」と「無意味な構造物」を、衝突部で
ある「楕円形の構造物」に向けて「衝突」を起こさせる。建物外部からは人々がATMでお金を引き出す光景が見てとれ、建物内部からは
ATMの順番を待つ人々が中央の吹き抜け空間に飛び出している。
この建物に空いている楕円型の窓はピラネージの『牢獄』にも見受けられる建物内部を覗くための窓である。

既存のイオンモール内にあった複数のブランド店と画廊、イベントホールを設計した。
箱型の「ブランド店」と「無意味な構造物」は、衝突部である「円柱の構造物」に向かって「衝突」する。加えて「三角柱の構造物」を衝突部
として設けることで、ブランド店から廊下が生じ「衝突」を起こす。「画廊」も同じ構造物に対して「衝突」を起こしており、両プログラムが
出会う。前者では容易に手が出せない高級商品が展示されており、後者では見る人を選ばない絵画が展示されている。「画廊」は同時に「イベ
ントホール」と「衝突」を起こしている。絵画が展示されている廊下で最後に展示されているモノは消費を促進するイベントの光景である。

有料のアートギャラリーを設計した。
様々なアート作品を展示できるような均質な箱型の「ギャラリー」の外に衝突部を設け、「雑貨棟」のアーチの構造物と「無意味な構造物」を「衝
突」させる。衝突部は機能をもたないスペースであるため、アーティストの作品の展示が可能となる。
ここに展示される作品は誰にでも開かれており、人々が直接作品に触れ合えるためアートギャラリーの展示内容を伝える広告の役割をもつ。

04
study:ATM

05study:
ブランド店＆画廊
＆イベントホール

06study:
アートギャラリー

ブランドショップ

アートギャラリー アートギャラリー

『牢獄』第三図とその構成図（上図）と ATM 棟のパース（下図）の比較 『牢獄』第三図とその構成図（上図）とブランド棟のパース（下図）の比較 『牢獄』第三図とその構成図（上図）とアートギャラリー棟のパース（下図）の比較
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